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Abstract: このワークショップでは、小学校の授業の中で、学級担任の先生が一人で、もしくはALTなどのアシスタントティーチャーを活用して授業を行うためのアイデアを模擬授業という形で紹介しました。40人の子どもたち全員が主人公であり、気がついたら話せた！という状況をつくる、そのためには「意図的な」授業案をつくり、ALTを活用する、という授業です。実際に子ども役を体験することで楽しく効果的な授業のあり方へのヒントをつかんでいただけたのではないでしょうか。

このワークショップでは、以下のコンセプトに基づいた模擬授業を、「昆虫」をテーマに行いました。

Concept 1   全員が主人公
　小学校の１クラスの児童数は数人から時には40人を越えることもあります。

そこで、一人でも多くの子どもたちが、出来れば全員の子どもたちが、

「自分が主人公だった」と感じられる「活動」目指しましょう。会話中心の小学校英語では、元気の良い子、自信のある子、英語を習っている子が活躍しがちです。その陰で、おとなしい子、自身のない子、英語を習っていない子は「無口の状態」に閉ざされがちです。だからといって、「全員に発表」を求めるのではありません。一人一人それぞれが、「自分の言葉」を楽しく自主的に発する機会を作りましょう。

Concept 2   ALT（や英会話活動協力員）を活用しましょう
　担任の先生がとALTの役割分担では、担任の先生がT1として授業を進めます。学級担任の先生方は、ご自分で出来ることと、ALTでなければ出来ないことを準備段階でしっかり把握し、役割分担をしましょう。ALTは、T2として、授業を援助したり、さらに発展させるお手伝いをします。子どもたちにALTへ質問をさせ、知識を深めるチャンスを作りましょう。

Concept 3   気がついたら話せる、話したい！という状況をつくりましょう

　そのためには、

　全員→グループ→個人　

　ゆっくり→速く

　単語（一語文）→短文→（質問に対する）答える→質問する→応答する→

　自由な会話　という流れを与える。

子どもたちが「自然」を感じるためには、教える側はかなり「意図的」にならねばなりません。限られた時間で、効果的に英語を浸透させるには単にシャワーを浴びせるだけ（＝聞かせるだけ）では、流れていってしまいます。染み込ませるには子どもたち自身に発話させる必要があります。圧倒的な発話量を、どう楽しませるか、そこがポイントです。

Concept 4　　定番を持つ

　授業案・アクティヴィティ等は、フレキシブルであるべきですが、毎回「作る」のは大変です。応用が利くベーシックなものをお持ちになって、それをアレンジして使うとよいと思います。子どもたちもルールが分っているゲームを繰り返し楽しみます。「定番・微変」は授業をつくっていく先生方にとっても、子どもたちにとっても、大変有効で現実的であると思います。

　通常動物や果物を取り上げ、I like　〜.や、I want　〜.　I have　〜.　などの文を扱うことが多いので、敢えて違う形にしました。「定番・微変」ですから、もちろん単語・文とも入れ替えて使うことが前提です。

　模擬授業では、1時間の授業を想定したのではなく、ひとつの大きな流れを扱いました、個々の授業では、学年・人・習熟度などによって部分的に切り取り、フォーカスして使うことが望ましいでしょう。

導入　単語の導入　クイズ形式で導入する

単語の定着　ミッシングゲーム   シャレード  PC集めゲーム　 
答えの文練習　I catch a butterfly. （下線入れ替え）スピードアップチャンツ

答えの文定着及び質問の文導入　　　プレゼント交換ゲーム　

質問の文定着　　リピートユアセルフ　

応答の練習　　　カードでQ&A　Q&A発表型　レッツスピーク！
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小学校での英語とは？

「教科」ではないので学習指導要領に基づいた履修が求められない。

　→子どもの身近なことに題材を求めた言語活動を中心にする。

　→子どもの年齢（学年）・人数・環境・習熟度・興味等に応じた題材

    を選ぶ
「活動」を通じて遊び感覚を重視し、「経験」を通じて英語になれ親しむ。

　→アクティヴィティ、クイズ、歌、ごっこ遊び等を活用する。

　→子どもたちが、英会話の練習をさせられるのではなく、英語を使う機

　　会を作る
子どもたちに「努力」して覚えるように指導するのではない

　→「自然」に身につくように導く

　→先生の方は「自然」ではなく、意図的に「自然」を感じさせるように

　　授業を作る
「テスト」や、「評価」はしない

　→子どもたちは「楽しい」と感じることで新たな興味・意欲がわく

小学校英語のねらい

中学校英語の前倒しではない

　→中学校以降での英語学習に備えて、広く大きな土台を作る

　→小学校での学習に対する未就学児の経験＝混沌とした知識・経験

「自然」に身につける言語

　→最も自然な形は母語を身につける課程

　→赤ちゃんは？　

　　一語文（単語）→二語文→次第に長い文

　　独り言→答える→尋ねる→応答

　　最初にあいさつ・自己紹介をする赤ちゃんはいませんね！

「小学生と先生のための楽しい英語　青木弥生著」より
小学校での英会話活動　　

　 小学生に英語を教える最適任者は、小学校の各担任の先生方
　たとえば、理科を教えるのに毛利衛さんを講師に迎えるとか、走ることを教えるのに高橋尚子さんをお招きする機会があれば、子供たちにとっては、すばらしい動機付けになるかもしれません。しかしながら、義務教育の中で必要な基礎的な理科や体育を年齢に応じて指導してくださるのは小学校の先生方でしょう。正しく導かれた基礎があるからこそ、専門家が生まれるのだと思います。

先生方の中には、「自分は英語は出来ないから他の教科とは違う」と仰る方がいらっしゃるかもしれません。けれども、スポーツや音楽などもそうですが、自分が出来るということと、人に教えることができるということとは違います。

対象となる子供たちの実態を最も把握しているのは各担任の先生方です。受け持ちの子供たちの、おかれている環境や、持っている興味、さらにはその日の体と心のコンディションを一番よくご存知なのは、各担任の先生方です。

ですから、

　　小学校の各担任の先生方は小学生に英語を教える最適任者です。

　そして、その場合、充実した音声教材を使ったり、ネイテイヴイングリッシュスピーカーや、英語能力のある英会話活動協力員などと、ティームティーチングが出来れば、より心強いでしょう。　　　　　　　　　　　　　　　　

小学校での英会話活動への提案

　小学校で英会話活動をすることの特性を考えてみましょう。

いちいち、確認したり、念を押したり、説明したりする必要はありません。テンポよく進める方が英語らしくなりますし、教科ではありませんから、評価をしなくてよいので、あまり定着を気にしなくてもよいと思います。

また、３0〜４０人の子供たちに外国語を教えることに留意しなければなりません。子供のクラスでも少人数ならば、全員参加できるゲームも３0〜４０人のクラスでは、参加していない子が出てきてしまいがちですし、見ているだけの子は楽しくないという場合があります。また、目が行き届かず、ほとんどの子は発話していなかったりします。少人数の英会話教室で使われている方法がそのまま使えるという訳でもありません。常に全員が参加できて、先生の目は行き届き、子供たちは楽しめる、そしてなおかつ身に付く、そんなゲームであるべきでしょう。

外国人の子供が身につける方法で英語を身につけるということ
　(1)インプット→アウトプット

　(2)翻訳しない

　(3)音を置き換えない

　(4)「聞く・話す・読む・書く」の4要素を身につける

　(5)文法も身につける

　(6)その言語の使用者になる（以上「小学生と先生のための楽しい英語」より抜粋）
今回のモデルレッスン

単語→答えの文→質問の文→応答→自分の言葉での会話　の流れを追います

これは1時間の授業案ではありません。実際には学年・習熟度によって部分的に切り取りさらには膨らませたり、応用したりアレンジしてください。

題材　昆虫

文　Q: What do you catch? 

    A: I catch a butterfly.
アクティヴィティ「小学生と先生のための楽しい英語」より
ミッシングゲーム   シャレード  PC集めゲーム　 プレゼント交換ゲーム

スピードアップチャンツ 　リピートユアセルフ　カードでQ&A　Q&A発表型　レッツスピーク！

青木弥生　（あおきやよい）
いくつかの民間の子ども英語教室講師を経て、英語教室を開設。平成14年度から、鹿児島県内の小学校での英語指導に携わる。簡単で楽しく身につく子ども用英会話教材を開発・出版している。NPO英語教育支援協会理事。著書：「小学生と先生のための楽しい英語」「教えたい人のためのかんたん！！フォニックス」　　NPO英語教育支援教会では、小学校の先生方に向けてセミナー・職員研修をお届けしています。応用の効く授業案やアクティヴィティ、YAYOIメソッドに依る楽しく身につくフォニックスをご紹介しています。
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